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１１月１１日、国の専門家組織は「北海道、大阪、愛知を中心に新型コロナウイルス感

染症患者の増加がみられ、全国的な増加につながっている。」との見解をまとめました。 

 

同日、兵庫県におきましては、１日当たりの新規感染者数としては過去最多の７０人を

確認しました。この中で、特に職場や高齢者福祉施設等において集団感染「クラスター」

が目立っているとして、県独自の警戒レベル（５段階）で最も深刻な「拡大期２」（１日平

均４０人以上）に約３カ月ぶりに移行しました。 

 

ここで、１人の感染者が平均してうつす人数「実効再生産数」という数字があります

が、全国では、１０月２１日時点で感染拡大を示す「１」を超える１．１８となっていま

す。その中で、兵庫県の実効再生産数は１０月２４日時点で１．９２と高い数字を示して

います。 

 

伊丹市におきましても、１０月中旬までは収まっていた感染者情報が、１１月に入って

からは連日発表が続く等、感染拡大の傾向が見え始めています。 

 

市民の皆さまにおかれましては、健康状況の確認や手洗い・マスク等「新しい生活様

式」に取り組んで下さい。特にこれからの季節に、暖房を使用する場合でもこまめな換気

をはじめ、３密（密閉・密集・密接）の回避にご配慮下さい。 

 

また、医療施設や社会福祉施設等への面会等には、感染対策に注意し、施設等の指示に

ご協力いただくと共に、新型コロナウイルス接触確認アプリ「COCOA」や「兵庫県新型コロ

ナウイルス追跡システム」のご利用につきましてもご協力をお願いします。 

 

今後とも必要な感染症対策と支援策を打ち出してまいりますので、ご理解とご協力をい

ただきますよう、よろしくお願いします。 


